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海外における研究活動状況

研究目的

　近年、設立後まもなく海外市場に積極的に
進出する「早期国際化企業」と呼ばれる新興の
企業形態が観察されている。本研究の目的は、
早期国際化企業がいかなる海外市場進出形態
（海外直接投資、輸出、ライセンシング等）を
通じて国境を越えた価値の創出・獲得を実現
しているのかを理論的に解明することにある。

海外における研究活動報告

　筆者は2017年7月2日から5日にかけてアラブ
首長国連邦・ドバイで開催されたAcademy of 

International Business（以下、AIB）の年次大会
に参加し、研究の成果を報告した。
　AIBは国際経営の研究領域において世界最
大かつ最も権威のある国際学会といわれてい
る。本年の年次大会にも約1,000名程度の研究
者が世界中の国や地域から参加した。本大会
においては、米国におけるトランプ大統領の就
任、英国のブリグジット、ポピュリズムの台頭
等の出来事があったため、今後の経済活動の
グローバル化の展望に関するパネルディスカッ
ションが参加者の関心を集めていた。議論を
要約すると以下の通りである。上記の出来事

を招いた要因としては、経済活動のグローバル
化の恩恵を享受できない人々、先進国におけ
る懐古主義的な心理的作用が挙げられる。確
かに、それらはグローバル化の利点に焦点を当
ててきた国際経営の研究領域においては十分
に考慮されてこなかった。それゆえ、グローバ
ル化に抵抗する人々の心理等については新た
な研究対象になりえるかもしれない。しかし、
グローバル化の利点を鑑みれば、速度に変化
こそあれ、今後もグローバル化は進展するだろ
うという点でほとんどの報告者は見解の一致が
見られた。
　本年次大会は研究テーマ毎に11のセッショ
ンに分かれて研究報告が行われた。それゆえ、
上記のような興味深い議論を聞くことが出来
た。しかし、筆者が今回のAIB年次大会にて
参加した主な目的は以下の2点でありとその成
果は以下の通りである。
　まず一つめの目的は、海外の先端的な研究
を行っている研究者からフィードバックを得る
ことである。本研究の分析対象である早期国
際化企業は日本よりも北欧を中心に海外にお
いて頻繁に観察される企業形態であり、海外
の研究者達が先端的な研究を推し進めている。
本研究は早期国際化企業の価値創出・獲得の
メカニズムを理論的に解明することを目的と位
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置付けているが、渉猟すべき文献、また早期
国際化企業の実例について詳細なフィードバッ
クを得ることができた。また、研究内容のみな
らず、投稿に適した学術誌についても有益な
情報を得ることができた。
　2つめの目的は、本研究の共同研究者を見つ
けることにある。国際的な学術誌に論文を掲
載させるためには緻密な英語の表現や厳格な
査読に対する適切な対応が求められる。それ
ゆえ、本研究を発展させるためには、経験豊富
な「メンター」の役割を担ってくれる共同研究
者が不可欠であると考えている。筆者は本研
究に関連する領域で実績のあるスウェーデンの
研究者に事前にメールをした。本研究につい
ては興味を示してもらえたものの、残念ながら

本年次大会には参加しないとのことで別の学会
で打ち合わせを行うことになった。他方で、海
外のとのネットワークを広げることが出来た。
　最後に、貴財団の助成を賜り、上記の貴重
な機会を得ることが出来た。貴財団に厚く御
礼申し上げるとともに、本学会での研究報告
を通じて得られた経験、知見を基にさらなる研
究活動に邁進したい。
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